
（別紙３）

～ 2025年　12月　31日

（対象者数） 29 （回答者数）
21

～ 2025年　12月　31日

（対象者数） 9 （回答者数）
9

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

相談しやすい環境作りをしていく。

気持ちを汲み取れるような傾聴を心掛けていく。

2 引き続き安心して過ごせる環境作りに努める。

3
お子さまが楽しんで通所いただけるように創意工夫に

努める。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

関係機関、保護者様との関係性を築いていくとともに児発管

と同行し一般スタッフも対外的な活動ができるようにしてい

く。

2
定期的に避難場所や緊急時の対応についてお伝えするように

していく。

3
地域の情報収集をし地域に知られた事業所になることを

目指し交流する機会を作っていく。

○従業者評価実施期間

○事業所名 ILIS　CLUB泉佐野

○保護者評価実施期間
2025年　11月　14日

○保護者評価有効回答数

2025年　11月　14日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
2025年　１月　31日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

地域の子どもと活動する機会がない。
地域の方に事業所を知ってもらえていない。

地域の情報を把握できいない。

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

関係機関、園や学校との連携が少ない。

関係機関との連携ができる仕組みを保護者様に伝えきれていな

い。

対応できるスタッフも少ない状態。

避難訓練の実施や緊急時の対応についての周知ができていな

い。

契約時や実施した月のおたよりなどでお伝えしているが

周知までには至っていない。

お子さまや保護者様に寄り添った支援ができている。

フィードバック時や送迎時面談時に丁寧な対応を心掛けて

いる。

相談事については職員間で情報共有を行い不安が軽減される

ように努めている。

安全管理を行い衛生面においても清潔を保つことができてい

る。

危険な個所がないか安全に対する意識を高く持っている。

毎日の清掃を丁寧に行い備品や教材の破損などがないかの

確認を行っている。

プログラムが固定化しないように職員間で日中の過ごし方やイ

ベント内容を考えることができている。

１つのプログラムでお子さまそれぞれに目標を設定し職員間で

共有し支援ができている。

毎日振り返りを行い次の支援に活かせるように話し合いが

できている。

事業所における自己評価総括表公表


